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【多目的ホール】

【体験学習（観察会）】

【ホタルせせらぎ広場】

【刊行物】

  多目的ホールでは体験学習（観察会）
や特別講演会，テーマ展などの会場
として使用するほかに，一般の方に対
して貸出も行っています．使用料は以
下の通りです．

  ホタルせせらぎ広場では，ゲンジボタルやヘイケボタルなどをはじめ，い
ろいろな水生生物やカエル，昆虫，クモなどが生息しています．芝生広場で
はお弁当などを食べるのに適しています．

■多目的ホール１：68.95㎡ 
■多目的ホール２：68.95㎡ 
※多目的ホールは，仕切りを外すことで1，2を両
面使用することが可能です．

  動植物や化石，岩石，天体など多岐に渡る分野の観察会を月に数回開催し
ています．観察会の内容や日時，申し込み方法についてはイベントカレンダ
ーや当館ホームページをご覧ください．

【特別講演会】
  特別講演会は，さまざまな分野の
研究者をお招きして，研究の内容や
研究の方法などをわかりやすく講演
いただくものです．
  年に数回開催しています．過去の講
演会の内容や今年の講演会につい
ては，当館ホームページをご覧くだ
さい。

  当館の調査・研究の内容の一部をまとめた〝豊田ホタルの里ミュージアム
研究報告書”を毎年刊行し，販売しています．また，下関のさまざまな自然を
解説したテキスト〝自然ガイドシリーズ”は一部を
電子書籍として販売しています．

（単位：円）

区　　分 午前9時～正午 正午～午後5時 午前9時～午後5時

多目的ホール１ 520

多目的ホール２ 520

620

620

930

930

※スクリーンや映像設備は，多目的ホール2にしか設置してありません．
※冷暖房を使用する場合は，冷暖房使用料が別途かかります．

自然ガイドシリーズ

ホタルせせらぎ広場

多目的ホール 1,2

芝生広場

  下関の動植物，化石，岩石の標
本（実物）が引き出しの中に詳し
い説明パネルとともに展示して
あります．また，多数の図鑑や資
料，映像も利用でき，「収蔵標本
のぞき窓」，「親と子で遊び学ぶ
教材箱」などさまざまな当館オ
リジナルの体験型の展示があり
ます．
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【常設展示室】

【実物図鑑】

　企画展は下関の自然もしくはホタルに関する内容で，年に5回開催して
います．

　常設展示では下関地域の自然（動植物，化石，岩石）およびホタルについ
て学ぶことができる展示となっています．下関の魚類，両生類などの生体展
示をはじめさまざまな標本を詳しい解説とともに展示しています．

【企画展】

　テーマ展は無料ゾーン（多目的ホールなど）で行う展示で， 年に5回開催
しています．内容は下関の自然や当館の調査・研究を紹介するものです．

【テーマ展】
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オオナミザトウムシ

〒750-0441
山口県下関市豊田町大字中村50番地3
TEL (083)767-0350   FAX (083)767-0355
HP http://www.hotaru-museum.jp

【ご利用案内】
■開館時間　午前 9時～午後 5時（最終入館は午後 4時 30 分）
　　　　　　6月は午後8時00分まで開館（最終入館は午後7時30分）
　　　　　　※6月の夜間開館日は変更になることがあります．
■休  館  日　月曜日（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始（12 月 28 日～ 1月 4日）
■入  館  料　大　　人 200 円　団体割引（20 名以上）　160 円
　　　　　　大学生等 100 円　　　　　〃　　　　　      80 円
◎次の方は半額減免
・下関市と北九州市在住の方で，65 歳以上の方．

The Firefly Museum of Toyota Town

【下関のホタル】

【下関の自然】

 下関市豊田町は古くからホタルの発
生地として知られていました．そし
て，豊田町を貫流する木屋川（こや
がわ）はホタルの発生地として昭和
32 年に国の天然記念物に指定されて
います．下関からは 9種類のホタル
が確認されています．

 下関では 4.3 億年前から現在までの地質が分布し，日本列島の形成過程
の一端を知ることができます．また，中生代ジュラ紀（約 1.8 億年前）
のアンモナイトやカメの化石や白亜紀（約 1億年前）の恐竜の卵や足跡
化石，新生代（約 3000 万年前）のサメやクジラの化石などさまざまな
化石も見つかっています．   
  また，下関には日本海に注ぐ粟野川（あわのがわ），瀬戸内海に注ぐ木
屋川（こやがわ）が豊田町を分水嶺として貫流し，粟野川ではサケやア
ユが，木屋川ではムギツクやズナガニゴイなどの淡水魚をはじめ河口に
は大規模な干潟が広がり，カブトガニや多くの生物が生息しています．
  下関は本州に位置するものの生物相は九州の特徴を合わせ持っていて，
下関でもっとも高い山である華山（げさん，713m）では本州ではこの
山でしか見つからない昆虫やザトウムシなどが見つかっています．

ゲンジボタルの飛翔発光

ゲンジボタル ヘイケボタル ヒメボタル オバボタル クロクシヒゲボタルクロクシヒゲボタル

アンモナイト（Dactylioceras helianthoides） サンインマイマイ

ヒラテテナガエビチュウゴクブチサンショウウオ

ハネナシコオロギオオナミザトウムシ

アンモナイト（Dactylioceras helianthoides）

チュウゴクブチサンショウウオ

ハネナシコオロギ

サンインマイマイ

ヒラテテナガエビ

オバボタルヒメボタルヘイケボタルゲンジボタル

◎次の方は無料
・高校生以下の方．　・障害者手帳をお持ちの方（付き添い一人含む）．
　※証明できるものを受付にてご提示ください． 豊田ホタルの里ミュージアム

下関市立自然史博物館
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